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　要旨

フトヘナタリ Cerithidea (Cerithidea) rhizophora-

rum rhizophorarum (A. Adams, 1855)は日本では東
京湾以南に分布し，西太平洋沿岸に広く分布する
フトヘナタリ科に属する雌雄異体の巻貝である．
鹿児島市喜入町を流れる愛宕川河口干潟には，メ
ヒルギやハマボウからなるマングローブ林が広
がっており，ウミニナ科のウミニナ Batillaria 

multiformis (Lischke, 1869)とフトヘナタリ科のフ
トヘナタリ，カワアイ Cerithidea djadjariensis (K. 

Martin, 1899)，ヘナタリCerithidea cingulate (Gmelin, 

1791)の 4種が同じ生息域に生息している．本研
究では，愛宕川河口干潟におけるフトヘナタリの
殻幅サイズの季節変動および生息密度について調
査と考察を行った．調査は，鹿児島県鹿児島市喜
入町を流れる愛宕川の河口干潟（31°23′N, 

130°33′E）において満潮線から支流までの水平距
離が約 9 m，高低差が 150 cmの比較的急傾斜な場
所で行った．サイズ頻度分布は 2017年 1月から
2017年 12月の期間に毎月 1回，大潮の干潮時に，
目視可能なフトヘナタリを無作為に 100個体程度
採集し，殻幅（mm）をノギスを用いて 0.1 mm単
位まで計測し記録した．フトヘナタリは成貝にな
ると殻頂部が失われることがほとんどであるため

殻幅を記録した．生息密度調査は無作為にコド
ラート 5箇所設置して行った．コドラートは 50 

cm × 50 cm区画のものを使用し，区画内の目視可
能なフトヘナタリの個体数を記録した．その結果，
愛宕川河口干潟において，過去の調査と比較して，
殻幅サイズの季節変動に若干のずれがあった．新
規加入が見られる年とそうでない年があるが，
2017年においては特に目立った新規加入は確認さ
れなかった．フトヘナタリの生息密度に関しては，
6月以降に急激に個体数が増加し，区画間での平
均値なども増加したことから，6–9月の時期に生
殖行動が行われたため高密度に集合したのではな
いかと考えられる．

　はじめに

フトヘナタリ Cerithidea (Cerithidea) rhizophora-

rum rhizophorarum (A. Adams, 1855) は日本では東
京湾以南に分布し，西太平洋沿岸に広く分布する
フトヘナタリ科に属する雌雄異体の巻貝であり，
アシ原やマングローブ林の潮間帯上部干潟の砂泥
上に生息する．殻長 40 mm内外であり，成貝で
は殻頂部は，腐食によって失われることが多い．
殻表には多くの明瞭な螺肋と，弱く細く縦肋を持
つ．鹿児島県内では大小河川の河口干潟に生息し
ており，種子島，屋久島，奄美大島にも分布する．
鹿児島市喜入町を流れる愛宕川河口干潟には，メ
ヒルギやハマボウからなるマングローブ林が広
がっており，太平洋域におけるマングローブ林の
北限となっている．ウミニナ科のウミニナ
Batillaria multiformis (Lischke, 1869)とフトヘナタ
リ科のフトヘナタリ，カワアイ Cerithidea 

djadjariensis (K. Martin, 1899)，ヘナタリ Cerithidea 

cingulate (Gmelin, 1791)の 4種が同じ生息域に生
息している．
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フトヘナタリは 1855年に A. Adamsによって
Cerithidea (Cerithidea) rhizophorarum rhizophorarum

と記載された．フトヘナタリの生態に関しての研
究としては，Wells (1983)により香港のマングロー
ブ林に生息するウミニナ科，ヘナタリ科の 6種の
フトヘナタリ，カワアイ，ヘナタリ，ウミニナ，
イボウミニナ Batillaria zonalis (Bruguiere, 1983)，
マドモチウミニナ Terebralia sulcata (Born, 1778)

の分布と生息環境の関係が考察されている．フト
ヘナタリの木登り行動に関しては，大滝（2002），
武内・冨山（2005）により報告されており，フト
ヘナタリのサイズ分布の季節変動に関しては，喜
入町愛宕川の河口干潟において若松・冨山（2000），
大滝ほか（2001），武内・冨山（2005），中島（2007），
井上（2008）により報告されているが，稚貝の新
規加入時期が特定不十分であり，新規加入が見ら
れる年とそうでない年があるとされている．
調査地である鹿児島県鹿児島市喜入町愛宕川

河口干潟では，2010年から道路整備事業が行わ
れており，マリンピア橋が建設された．この工事
によって近辺の干潟が相当攪乱された．本調査で
は愛宕川河口干潟におけるフトヘナタリの生活史
についてさらに調査を進め明らかにしていくとと
もに，橋が建設された前後のフトヘナタリの生態

の変化について考察を行っていくことを目的とし
た．

　材料と方法

調査地　調査は，鹿児島県鹿児島市喜入町を
流れる愛宕川の河口干潟（31°23′N, 130°33′E）で
行った（Figs. 1, 2）．愛宕川は鹿児島湾の日石原
油基地の内側に河口があり，この河口部で八幡川
河口と合流している．干潟周辺には，メヒルギや
ハマボウからなるマングローブ林が広がってお
り，太平洋域におけるマングローブ林の北限と
なっている．調査地周辺の干潟の底質は泥質から
砂泥質であり，ウミニナ，カワアイ，ヘナタリ，
フトヘナタリなどのフトヘナタリ科やウミニナ科
の巻貝を中心に多くの軟体動物が生息している．
本調査では，愛宕川河口の支流にある干潟におい
て，満潮線から支流までの水平距離が約 9 m，高
低差が 150 cmの比較的急傾斜な場所で行った．
尚，3月は諸事情により調査を行うことができな
かった．

材料　盤足目　フトヘナタリ科　フトヘナタ
リ Cerithidea (Cerithidea) rhizophorarum rhizopho-

rarum A. Adams, 1855

東京湾以南に分布し，西太平洋沿岸に広く分
布する．鹿児島県内では大小河川の河口干潟に生
息しており，種子島，屋久島，奄美大島にも分布
する．内湾域の干潮帯や，河川河口域の汽水域に
生息し，アシ原やマングローブ林の潮間帯上部干
潟の砂泥上に生息する．同じ生息域にヘナタリ，
カワアイ，ウミニナなどが生息する．殻長 40 mm

Fig. 1．鹿児島県の地図と喜入干潟の調査地の位置．楕円の
場所が調査地を示す．

Fig. 2．喜入干潟の概略地図と調査場所の位置．楕円で囲ま
れた地域で調査を行った．
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Fig. 3．喜入干潟におけるフトヘナタリの殻幅サイズ頻度分布の季節変化．2017年 1～ 12月まで．3月はデータ欠失．横軸
は殻幅のサイズ（mm），縦軸はそれぞれのサイズクラスにおける出現個体数を示す．
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内外であり，成貝では殻頂部は失われる．殻表に
は多くの明瞭な螺肋と，弱く細い縦肋を持つ．殻
口は外唇が反転肥厚し，前端に弱い水管が形成さ
れる．殻色の色彩は変異に富むが，白色地に黒褐
色の色帯が出る個体が多い（鹿児島県レッドデー
タブック，2016）．

方法　サイズ頻度分布の調査—調査は喜入の
愛宕川河口干潟において，2017年 1月から 12月
の期間に毎月 1回，大潮の干潮時に，目視可能な
フトヘナタリを無作為に 100個体程度採集し，殻
幅（mm）をノギスを用いて 0.1 mm単位まで計
測し記録した．フトヘナタリは成貝になると殻頂
部が失われることがほとんどであるため殻幅を記
録した．採取した貝は持ち帰り，冷凍保存したの
ち，乾燥させ計測を行った．
生息密度調査—調査は喜入の愛宕川河口干潟

において，2017年1月から12月の期間に毎月1回，
大潮の干潮時に，無作為にコドラート 5箇所設置
して行った．コドラートは 50 cm × 50 cm区画の
ものを使用し，区画内の目視可能なフトヘナタリ
の個体数を記録した．

　結果

サイズ分布の季節変化

喜入干潟におけるフトヘナタリの殻幅サイズ
頻度分布の季節変化を Fig. 3に示す．喜入町愛宕
川河口干潟において，2017年 1月は 10–11 mmに
サイズピークをもつ山型のグラフになり，わずか
ではあるが 4 mm前後にサイズピークをもつグ
ループも確認できた．2月は 4–5mmにサイズピー
クを持つグループがわずかに存在し，9–10mmに
サイズピークを持つグループも存在した．4月は
5 mm前後にサイズピークを持つグループが存在
した．5月は 3–4 mmにサイズピークを持つグルー
プが存在し，サイズピークが下がった．6月は 5

月とほぼ同じようなサイズピークであった．7月
では小さいサイズのグループと大きいサイズのグ
ループの山が一つになり，4–5 mmにサイズピー
クを持つグループになった．8月は 5–6 mmにサ
イズピークを持つ大きな山型のグラフになった．
9月になるとサイズピークが移行し，6–7 mmに

サイズピークを持つグループが存在した．11月
と 12月にわずかであるが 2–3 mmの個体を確認
することができた．

殻幅サイズの季節変化

喜入干潟におけるフトヘナタリの殻幅サイズ
の季節変化を Fig. 4に示す．喜入町愛宕川河口干
潟において，殻幅のサイズの最大値については，
6月に最大をとり，10月に最小をとった．殻幅の
サイズの最小値については，2月に最大をとり，
12月に最小をとった．殻幅のサイズの平均値に
ついては，1月に最大をとり，7月に最小をとった．
平均値については 1月と 2月において高い値を
とったが 4月以降は 7 mm前後を推移していた．

個体数の変動

喜入干潟におけるフトヘナタリの生息数の季
節変化を Fig. 5に示す．喜入町愛宕川河口干潟に
おいて，1月のから 4月にかけて個体数が少しず
つ増加し，5月と 6月を境に急速に個体数が増加
した．その後も増加していき，9月の 175個体で
ピークをとった．その後は減少し，11月で増加
したものの，12月には 60個体であった．

生息密度

喜入干潟におけるフトヘナタリの生息密度の
季節変化を Fig. 6に示す．喜入町愛宕川河口干潟
において，5区画間での平均出現個体数は，9月
に最大値 35個体，1月に最小値 4.2個体であった．
1区画での出現個体数は，8月と 9月に最大値 46

個体，1月に最小値 1個体であった．

　考察

喜入町愛宕川河口干潟におけるフトヘナタリ
のサイズ頻度分布の季節変動に関しては，大滝ほ
か（2001），若松・冨山（2000），武内・冨山（2005），
中島（2007），井上（2008）により報告されている．
本研究において，5月にサイズピークの移行が見
られた．これは井上（2008）による報告とは若干
のずれがあった．サイズピークの移行に関しては
前年の新規加入個体の成長や 4月に 9–10 mmに
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存在していたグループが寿命や愛宕川における環
境的変異により減少したことが考えられるが，今
後詳細な継続調査を行っていく必要がある．武内・
冨山（2005），中島（2007）の調査において 2004

年 9月，2006年 9月に新規加入個体が加入した
のに対し，本研究では井上（2008）の報告と同様
に目立った加入の時期は確認されなかった．若松・
冨山（2000）の調査ではフトヘナタリの 3 mm以
下の個体が年間を通してほとんど採集されず新規
加入の時期については明らかにならなかったとし
た．また，大滝ほか（2001）の調査では，若松・
冨山（2000）と同様に小型個体があまり得られず，
加入時期にばらつきが見られたため新規加入の時
期の特定には至らなかったとし，新規加入は調査
場所外で行われているか，もしくは，幼貝の定着
自体が減少している可能性があるとした．武内・
冨山（2005）の調査ではフトヘナタリの稚貝が 9

月頃に新規加入することが明らかになったとして

おり，新規加入が見られる年と，そうでない年が
あるとしている．本研究と武内・冨山（2005），
中島（2007）の調査との比較からもやはり，新規
加入がある年とそうでない年があることは明らか
であり，また，新規加入の個体数が年々減少して
いる可能性も考えられる．これらの理由として，
武内・冨山（2005），中島（2007）および井上（2008）
の報告から，以下に示す 7通りの可能性が考えら
れる．（1） 新規加入が年ごとに異なる場所で行わ
れている．（2） 幼貝の定着自体の減少している．
（3） 月別による平均気温の差異の結果，幼貝の定
着時期が年によって異なっている．（4） 月別によ
る平均降水量の差異の結果，幼貝の定着時期が年
によって異なっている．（5）月別による平均湿度
の差異の結果，幼貝の定着時期が年によって異
なっている．（6）月別による全天日射量の差異の
結果，幼貝の定着時期が年によって異なっている．
（7） 月別による喜入町愛宕川の調査地における水
温の変化の結果，幼貝の定着時期が年によって異
なっている．（1）の可能性については，新規加入
が見られる年とそうでない年が存在することは明
らかであるので，今後調査地を増やし季節変動を
引き続き調査していくことが必要である．（2）の
可能性については大滝ほか（2001）により，有機
スズ剤汚染，いわゆる環境ホルモンにより引き起
こされるインポセックスによる繁殖力の低下や，
生息域と定着場所の汚染における幼生や幼貝の高
死亡率の可能性が報告されている．インポセック
スとは，巻貝の雌に雄の生殖器と輸精管が形成さ

Fig. 4．喜入干潟におけるフトヘナタリの殻幅サイズの季節
変化．折れ線グラフの黒四角はそれぞれの月の殻幅サイ
ズ（mm）の平均値を表す．それぞれの月の縦のバーは，
殻幅サイズの最小値と最大値を表す．

Fig. 5．喜入干潟におけるフトヘナタリの生息数の季節変化．
生息数は，50 cm × 50 cm区画コドラートの 5箇所で採集
された個体数で表した．グラフの縦軸はその月に採集さ
れた個体数を表す．

Fig. 6．喜入干潟におけるフトヘナタリの生息密度の季節変
化．生息密度は，50 cm × 50 cm区画コドラートの 5箇所
で採集された個体数の平均値で表した．グラフの縦軸は
その月の平均密度を表す．
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れて発達し，卵形成阻害や輸卵管の入り口が閉鎖
され，産卵できなくなる一連の症状を指す．愛宕
川河口干潟の調査地においては武内・冨山（2005）
により，有機スズ剤汚染の可能性は支持されてい
る．この可能性においては今後の追跡調査が必要
である．（3）–（6）の可能性については井上（2008）
により新規加入が見られた年（2001年・2006年）
と新規加入が見られなかった年（2000年・2002年・
2007年）に目立って共通するデータは無く，可
能性は非常に低いとされている．（7）については，
今後新たに調査を行い明らかにしていく必要があ
る．さらに，調査地では 2010年にから道路整備
事業が行われており，マリンピア橋が建設され，
周囲の生態系に著しく被害を与えたが，この工事
による影響による可能性も考えられる．
愛宕川河口干潟におけるフトヘナタリの個体

数に関して，1–5月と 6月以降を比較して 6月以
降に急激に個体数が増加している．さらに 5–6月
頃にサイズピークの移行も見られることから前年
の新規加入個体がこの時期に 3–6 mm前後の個体
に成長したことが考えられるが，武内・冨山（2005）
の報告では，9月に新規加入した個体は冬にかけ
て 3–6 mmに成長し，春から初夏にかけて 10 mm

前後に成長するとされており，本研究の結果とは
3–4ヶ月程度のずれが見られる．しかしその一方
で，6–9月にかけて個体数が増加しているのが生
殖行動のために高密度に集合しているのではない
かと考えると，7月頃に生殖行動が見られたとす
る中島（2007），井上（2008）の報告と一致する．
そのためサイズ頻度分布の季節変動のずれが本調
査内だけの事であったのか，近年そのような傾向
にあるのかは判断しがたい．愛宕川河口干潟にお
ける 2010年以降のフトヘナタリのサイズ頻度分
布および個体数の調査は本研究が初めてであるの
で，引き続き調査を行っていくことで明確にして
いく必要がある．
本調査地である鹿児島市喜入町愛宕川河口干

潟では，2010年から道路整備事業として干潟上
にマリンピア橋の建設が行われていた．本調査地
の愛宕川のマングローブ林は，太平洋のマング
ローブ林の北限とされており，鹿児島県本土にお

いてカワアイ，ウミニナ，ヘナタリ，フトヘナタ
リが生息している数少ない場所である．しかし，
この地域も道路整備事業による浚渫工事や船舶か
ら流出する汚染物質などにより環境が悪化してい
る．さらには，粗大ごみなどの不法投棄，生活排
水による水質汚染なども地域問題となっている．
本研究おいて，喜入町愛宕川河口干潟ではフトヘ
ナタリだけでなくヘナタリ，ウミニナ，カワアイ
も確認された．我々人間の破壊および汚染行為に
よりこのような環境が破壊され，生命が脅かされ
ることはあってはならず，現状そのような生物が
存在していることは忘れてはならない．
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